
大阪広域水道企業団職員の給与に関する規程等の一部を改正する規程

を公布する。  

平成 28年４月１日  

大阪広域水道企業団    

企業長  竹山  修身    

大阪広域水道企業団管理規程第２号  

大阪広域水道企業団職員の給与に関する規程等の一部を改  

正する規程  

（大阪広域水道企業団職員の給与に関する規程の一部改正）  

第１条  大阪広域水道企業団職員の給与に関する規程（平成 23年大阪広

域水道企業団管理規程第 15号）の一部を次のように改正する。  

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定

に下線で示すように改正する。  

改正後  改正前  

 
（職務の分類）  
第 15条  職員の職務は、その複雑、困難及び

責任の度に基づき、これを給料表に定める
職務の級に分類するものとし、その分類の
基準となるべき標準的な職務の内容は、等
級別基準職務表（別表第２）に定めるとお
りとする。  

２  前項に規定するもののほか、等級別基準
職務表（別表第２）右欄に掲げる基準とな
る職務とその複雑、困難及び責任の度が同
程度の職務で別に定めるものは、それぞれ
の職務の級に分類するものとする。  

 
別表第４  学歴免許等資格区分表（第 17条関

係）  

学 歴 免 許 等 の 区 分  
学 歴 免 許 等 の 資
格  

基 準 学 歴
区 分  

学 歴 区 分  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  

第４  
 中学卒  

中学卒  (1) 学校教育法に
よる中学校、義
務 教 育 学 校 若
しくは特別支援
学校（同法第76
条第１項に規定
する中学部に限
る。）の卒業又
は中等教育学校
の前期課程の修
了  

(2) （略）  

 備考  （略）  
 
別表第６  修学年数調整表（第 18条関係）  

（略）  

 備考  
 １－３  （略）  

 
（職務の分類）  
第 15条  職員の職務は、その複雑、困難及び

責任の度に基づき、これを給料表に定める
職務の級に分類するものとし、その分類の
基準となるべき標準的な職務の内容は、級
別標準職務表（別表第２）に定めるとおり
とする。  

２  前項に定める級別標準職務表に掲げる
職務とその複雑、困難及び責任の度が同程
度の職務は、それぞれの職務の級に分類さ
れるものとする。  

 
 
別表第４  学歴免許等資格区分表（第 17条関

係）  

学 歴 免 許 等 の 区 分  
学 歴 免 許 等 の 資
格  

基 準 学 歴
区 分  

学 歴 区 分  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  

第４  
 中学卒  

中学卒  (1) 学校教育法に
よる中学校若し
くは特別支援学
校（同法第76条
第１項に規定す
る 中 学 部 に 限
る。）の卒業又
は中等教育学校
の前期課程の修
了  

 
(2) （略）  

 備考  （略）  
 
別表第６  修学年数調整表（第 18条関係）  

（略）  

 備考   
 １－３  （略）  



 ４  学校教育法による大学院博士課程の
うち医学若しくは歯学に関する課程又は
薬学若しくは獣医学に関する課程（修業
年限４年のものに限る。）を修了した者
に対するこの表の適用については、学歴
区分欄の「博士課程修了」の区分に対応
する修学年数欄の年数及び調整年数に
それぞれ１年を加えた年数をもって、こ
の表の修学年数欄の年数及び調整年数
とする。  

 ５  （略）  
 

 ４  学校教育法による大学院博士課程の
うち医学、歯学、薬学又は獣医学に関す
る課程を修了した者に対するこの表の適
用については、学歴区分欄の「博士課程
修了」の区分に対応する修学年数欄の年
数及び調整年数にそれぞれ１年を加えた
年数をもって、この表の修学年数欄の年
数及び調整年数とする。  

 
 
 ５  （略）  
 

第２条  大阪広域水道企業団職員の給与に関する規程の一部を次のよう

に改正する。  

別表第２を次のように改める。  

別表第２  等級別基準職務表（第 15条関係）  

職務の級  基準となる職務  

１級  主事又は技師の職務  

２級  副主査の職務  

３級  主査の職務  

４級  １  課長補佐の職務  

２  出先機関の課長の職務  

５級  １  本部の参事の職務  

２  出先機関の次長の職務（他の職務の級に定めのあるも

のを除く。）  

６級  １  本部の課長の職務  

２  出先機関の長の職務（他の職務の級に定めのあるもの

を除く。）  

７級  １  本部の部長又は副理事の職務  

２  相当大規模な出先機関又は相当困難な事務を所掌する

出先機関の長の職務  

３  大規模な出先機関又は困難な事務を所掌する出先機関

の次長の職務  

８級  １  副企業長の職務  

２  技術長又は理事の職務  

備考  

１  この表において「本部」とは、大阪広域水道企業団水道企業条例

（平成 23年大阪広域水道企業団条例第２号）第４条に規定する経営

管理部及び事業管理部（次項に規定する出先機関を除く。）をいう。  

２  この表において「出先機関」とは、大阪広域水道企業団処務規程

（平成 23年大阪広域水道企業団管理規程第４号）第２条第１項に規

定する出先機関をいう。  

（一般職の任期付職員の採用等に関する規程の一部改正）  

第３条  一般職の任期付職員の採用等に関する規程（平成 23年大阪広域

水道企業団管理規程第 11号）の一部を次のように改正する。  



次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定

に下線で示すように改正する。  

  附  則  

 この規程は、公布の日から施行する。  

 

改正後  改正前  

 
（特定任期付職員の給与の特例）  
第２条  （略）  
２  特定任期付職員の号給は、次の表に掲げ

る基準に従い、その者が従事する業務に応
じて決定する。  

号給  基準となる業務  

１  高度の専門的な知識経験を有
する者がその知識経験を活用
して行う業務  

２  高度の専門的な知識経験を有
する者がその知識経験を活用
して行う困難な業務  

３  高度の専門的な知識経験を有
する者がその知識経験を活用
して行う特に困難な業務  

４  特に高度の専門的な知識経験
を有する者がその知識経験を
活用して行う特に困難な業務  

５  特に高度の専門的な知識経験
を有する者がその知識経験を
活用して行う特に困難で重要
な業務  

６  極めて高度の専門的な知識経
験又は優れた識見を有する者
がその知識経験等を活用して
行う特に困難で重要な業務  

７  極めて高度の専門的な知識経
験又は優れた識見を有する者
がその知識経験等を活用して
行う特に困難で特に重要な業
務  

３・４  （略）  
 

 
（特定任期付職員の給与の特例）  
第２条  （略）  
２  前項の給料表の号給は、特定任期付職員

の専門的な知識経験又は識見の度並びに
その者が従事する業務の困難及び重要の度
に応じて決定するものとし、その決定の基
準となるべき標準的な場合は、次の各号に
定めるとおりとする。  
(1) 高度の専門的な知識経験を有する者

がその知識経験を活用して業務に従事
する場合  １号給  

(2) 高度の専門的な知識経験を有する者
がその知識経験を活用して困難な業務
に従事する場合  ２号給  

(3) 高度の専門的な知識経験を有する者
がその知識経験を活用して特に困難な
業務に従事する場合  ３号給  

(4) 特に高度の専門的な知識経験を有す
る者がその知識経験を活用して特に困
難な業務に従事する場合  ４号給  

(5) 特に高度の専門的な知識経験を有す
る者がその知識経験を活用して特に困
難な業務で重要なものに従事する場合    

５号給  
(6) 極めて高度の専門的な知識経験又は

優れた識見を有する者がその知識経験
等を活用して特に困難な業務で重要な
ものに従事する場合  ６号給  

(7) 極めて高度の専門的な知識経験又は
優れた識見を有する者がその知識経験
等を活用して特に困難な業務で特に重
要なものに従事する場合  ７号給  

３・４  （略）  
 


